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［Ⅰ］法人 

１．事業経営目標及び経営計画 

≪重点目標、計画≫ 

（１）福祉サービスの質の向上に努めます。 

① 福祉サービスの基本的な考え方を全職員が共有し、法人理念・運営方針も含め言葉としての理解

だけでなく、職員個々が日々の業務において実践します。 

② ご利用者の視点に立った、尊厳を重んじた質の高いサービスを追求します。 

③ サービスの標準化を事業毎に再構築し、サービスマニュアルの内容を見直します。 

 ④ ご利用者満足度調査を継続的に行い、求められるサービス提供につなげます。 

 ⑤ 継続して各種専門職としてのスキルを高めるために、内部研修の実施、外部研修、各種研究大会

の事例発表等へ積極的に参加します。特養事業所間の交流研修を検討します。 

   新規事業所における研修体系の見直しを含め、法人全体の研修体系を再構築します。 

 ⑥ 第三者評価、情報公表調査等の外部評価を参考にサービス改善につなげます。 

（２）福祉人材の確保、育成の充実に努め人を大切にする魅力ある職場をつくります。 

① 人材を安定期的に獲得するために、採用活動強化を継続します。 

② 働きがいのある職場づくりの一環として、継続してキャリアパス、給与体系、評価制度の見直し

を適宜行い現状に即した仕組みを構築します。また、働き方改革によるコンプライアンスを遵守

します。 

③ 研修体系の見直し強化を継続します。階層別研修において指導層の研修内容をさらに見直し教育

力、指導力を強化します。また、非常勤も含め全職員がキャリアアップできる仕組み作りを継続

します。 

④ 社会福祉法人の職員として役割を理解し行動できる能動的な人材育成を継続します。 

⑤ 個を大切に尊厳と権利を尊重し、質の高い接遇ができる人材育成強化を継続します。 

⑥ 職員のメンタルヘルスケアへの取り組みを継続します。 

⑦ 留学生介護福祉士養成の受入れ増員を検討します。 

⑧  海外技能実習生（介護）等の受入れを検討します。 

⑨ 介護人材養成（介護職員初任者研修）事業の導入を検討し、人材確保につなげます。 

（３）各事業所の、経営状態を安定化させ法人全体の運営基盤を強化します。 

① 法人本部機能の強化を継続し全事業所の経営状況を統轄的に管理します。 

② 各事業の特色を再構築、サービスコンセプトの明確化、営業戦略と手法を再構築し利用率、稼働

率の向上を目指します（継続）。 

③ 事業別に費目管理をすることで責任所在、目標値の明確化、経費削減を図ります（継続）。 

④ 各事業所の人員配置について、迅速かつ効果的に行います（継続）。 

⑤ 各事業所の加算について、定期的に見直し適宜取得できるよう管理します（継続強化）。 

（４）地域福祉の向上を目指した地域貢献を継続して積極的に進めます。 

① 地域の担い手としての社会貢献活動を強化するため、事業展開地域における取り組みを継続し、

地域住民との協働による活動を検討し実行します。また、ボランティア育成研修等を強化しマン

パワーの拡大を目指します（継続）。 
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② 地域福祉を担うべき存在である社会福祉法人としての役割を果たすべく、地域ニーズを把握し法

人独自の地域活動を各事業別に検討し実行します（継続）。 

③ 継続して、生活困窮者や制度の狭間への対応を法人独自サービスとして検討します。 

④ 地域包括ケアシステムの一翼を担う組織として、地域関連諸団体との連携強化、共同事業の開催、

事業協力を積極的に進めます。 

（５）組織のガバナンス強化、積極的な情報公開に努め透明性を確保します（継続）。 

① 現場である施設・事業所と法人本部の役割や責任を明確化します（継続）。 

② コンプライアンスを遵守します。 

③ 引き続き、各種情報公開を徹底し、運営の透明性を確保します。 

④ ホームページ、SNS 等をこれまで以上に活用し情報等を公表します。 

（６）各事業の実績目標値 

① 緑の郷 

・特養、短期入所事業…年間ベッド稼働率 100％（特養+短期合算稼働率 104床）を目指します。 

  ※加算について…ほぼ全項目の加算を取得しています、加算状況を維持します。 

・通所介護事業…年間利用率 80％（1日 30名定員）を目指します。 

 ※サービス提供体制強化加算Ⅱ 6単位 ⇒ 4月からⅠ（ロ）を取得し 12単位へ  

・居宅介護支援事業…各専任ケアマネジャー 給付ベースの上限件数を保持します。 

・訪問介護事業…月単位収入 300万円を目指します。 

 ※特定事業所加算Ⅱを 4月から取得し 基本単位の 10％増の単価へ 

② 横浜市美しが丘地域ケアプラザ 

・通所介護事業…1日平均利用人数 35名以上を目指します。 

・居宅介護支援事業…各専任ケアマネジャー 給付ベースの上限件数を保持します。 

 ※特定事業所加算を継続します。 

③ 横浜市たまプラーザ地域ケアプラザ 

・居宅介護支援事業…各専任ケアマネジャー 給付ベースの上限件数を保持します。 

 ※特定事業所加算を取得し継続します。 

④ かやの樹 

・サービス付き高齢者向け住宅事業…入居稼動率（14戸）98％を目指します。 

 ※地域との連携を意識して、各種の地域活動に積極的に参加します。 

⑤ 新緑の郷 

・特養、短期入所事業…年間ベッド稼働率 全体 136床 

           特養 100％（ユニット 40床 多床室 82床） 122床 

           短期入所 50％（多床室 14床） 14床 

※引き続き人材定着に向けて法人全体で取り組みます。 

   ※継続して加算の取得にも取り組みます。 

  ⑥ 桃の実 

   ・生活介護事業…ご利用者１６名以上を目指します。 
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２．理事会の開催実施 

令和 2年 6月 9日      平成 31年・令和元年度事業報告について 

（決議省略理事会）    平成 31年・令和元年度決算報告並びに社会福祉充実残額について 

             監事監査報告 

             定時評議員会開催について 

             横浜市地域ケアプラザ次期指定管理者応募結果報告 

             横浜市指導監査報告 

             新型コロナウイルス感染症状況報告 

             その他 

  令和 2年 11月 6日     令和 2年度上半期決算報告並びに補正予算案について 

評議員会開催について 

実地指導報告 

新型コロナウイルス感染症経過報告 

               その他  

  令和 3年 3月 13日     令和 3年度事業計画案について 

               令和 3年度予算案について 

               評議員会開催について 

               留学生受け入れ予定報告 

               横浜市地域ケアプラザ次期指定管理者応募申請報告 

               新型コロナウイルス感染症経過報告 

               その他 

 

３．監事監査の実施     令和 2年 5月 22日   

 

４．評議員会の開催実施 

令和 3年 6月 24日     平成 31年・令和元年度事業報告の承認について 

（決議省略評議員会）   平成 31年・令和元年度決算報告並びに社会福祉充実残額の承認 

について 

監事監査報告 

             横浜市地域ケアプラザ次期指定管理者応募結果報告 

             横浜市指導監査報告 

             新型コロナウイルス感染症状況報告 

             その他 

  令和 2年 11月 21日     令和 2年度上半期決算報告並びに補正予算案の承認について 

               実地指導報告 

新型コロナウイルス感染症経過報告 

その他 

  令和 3年 3月 26日     令和 3年度事業計画案について 
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               令和 3年度予算案について 

               留学生受け入れ予定報告 

               横浜市地域ケアプラザ次期指定管理者応募申請報告 

               新型コロナウイルス感染症経過報告 

               その他 

［Ⅱ］法人の沿革・各施設概要                                 

１．沿革 

    平成元年 9月 27日    神奈川県より社会福祉法人緑成会の法人認可 

初代理事長 上林正勝就任 

    平成元年 9月 29日     法人設立登記成立 

    平成元年 12月 1日      社会福祉法人緑成会 特別養護老人ホーム緑の郷 事業開始 

    平成 2年 4月 25日       第 2代理事長 黒沼勇二就任 

    平成 4年 12月 5日       法人創立 3周年記念式典 

    平成 6年 12月 3日      法人創立 5周年記念式典 

    平成 7年 12月 20日   緑の郷観音像（宗英寺）建立 

    平成 10年 10月 1日   緑の郷 在宅介護支援センター事業開始 

    平成 11年 11月 27日   法人創立 10周年記念式典 

平成 12年 4月 1日       緑の郷 介護保険適用事業開始 

・介護老人福祉施設 ・短期入所生活介護  

・通所介護     ・居宅介護支援事業   

    平成 12年 10月 1日   緑の郷 介護予防型 通所事業受託 

平成 13年 1月 11日   研修事業開始（雇用能力開発機構ホームヘルパー２級養成） 

    平成 13年 10月 28日  横浜市美しが丘地域ケアプラザ開所式 

平成 13年 11月 1日   横浜市美しが丘地域ケアプラザ事業開始 

・受託事業：在宅介護支援センターおよび地域交流事業 

・介護保険事業：通所介護、居宅介護支援 

    平成 14年 4月 25日   第 3代理事長 鵜川昇就任 

平成 16年 11月 1日  緑の郷 訪問介護事業開始 

平成 16年 12月 1日     法人創立 15周年記念式典 

平成 18年 4月 1日    緑の郷地域包括支援センター事業受託（旧在宅介護支援センター） 

    平成 20年 2月 1日       第 4代理事長 遠藤一典就任 

    平成 20年 9月 8日       EPAによるインドネシア人介護福祉士候補生受け入れ 

    平成 21年 12月 1日   法人創立 20周年記念式典 

  平成 23年 11月１日  横浜市美しが丘地域ケアプラザ 開設 10周年記念式典 

平成 24年 3月 28日  EPA によるインドネシア人介護福祉士候補生 

第 24回介護福祉士国家試験合格（2名） 

  平成 25年 2月 28日  横浜市たまプラーザ地域ケアプラザ開所式 

平成 25年 3月 1日   横浜市たまプラーザ地域ケアプラザ事業開始 
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                ・受託事業：地域包括支援センター及び地域活動交流事業 

                 ・介護保険事業：居宅介護支援事業 

  平成 25年 7月 1日      サービス付き高齢者向け住宅 かやの樹 事業開始 

平成 26年 6月 1日       第 5代理事長 野坂康夫就任 

平成 26年 12月 24日     緑の郷地域防災協定締結（中里連合自治会・すすき野連合自治会） 

平成 27年 10月 7日     川崎市より川崎市高津区久末特養建設計画 

（新設）特別養護老人ホームの運営法人として選定 

                施設名称「新緑の郷（シンリョクノサト）」 

平成 28年 11月 30日     緑の郷（特養併設）地域包括支援センター運営終了 

平成 29年 11月１日     第 6代理事長、田中 實就任 

平成 30年 4月 24日     特別養護老人ホーム新緑の郷 開所式（内覧会） 

平成 30年 5月 1日      特別養護老人ホーム新緑の郷 事業開始 

平成 30年 7月 1日      障がい福祉サービス 生活介護 桃の実 事業開始 

令和元年 12月 1日      法人創立 30周年記念式典 

 

２．施設概要 

【緑の郷】横浜市青葉区 

●運営開始日 平成元年 12 月 1 日 

  ●土地 主敷地 3315.78 ㎡ 

  ●建物構造 鉄筋コンクリート造陸屋根 4 階建 

  ●延床面積 3763.58 ㎡ 

  ●建築面積 1415.5 ㎡ 

  ●居室およびその他 

   ・28 部屋（104 床） 

   ・2 丁目（階）36 床（4 床×8 部屋、2 床×2 部屋） 

   ・3 丁目（階）36 床（4 床×9 部屋） 

   ・4 丁目（階）32 床（4 床×7 部屋、2 床×2 部屋） 

   ・多目的大ホール・多目的小ホール・ラウンジ・生活リハビリ室・事務室 

・居宅介護支援・訪問介護事務室・看護室・洗濯室・栄養調理室・静養室 

  ・サロン・面接室・相談室・施設長室 

  ・浴室＝個別浴槽、機械浴槽、車椅子浴槽 

・デイサービスルーム（休憩室・浴室） 

●実施事業 

・介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム） 

・短期入所生活介護/介護予防短期入所生活介護（ショートステイ） 

・居宅介護支援（ケアマネジメント） 

・通所介護/横浜市通所介護相当サービス（デイサービス） 

・訪問介護/横浜市訪問介護相当サービス（ホームヘルプサービス） 
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【横浜市美しが丘地域ケアプラザ】横浜市青葉区 

●運営開始日 平成 13 年 11 月 1 日 

   ●建物構造 鉄筋コンクリート造 2 階建て 

 ●延べ床面積 1,100 ㎡ 

 ●敷地面積 1,540.53 ㎡ 

 ●相談調整部門（事務室、相談室、ヘルパールーム、地域ケアルーム） 

 ●デイサービス部門（デイルーム、厨房、浴室等） 

 ●地域活動交流部門（多目的ホール、調理室、ボランティアルーム、情報ラウンジ等） 

 ●駐車場 あり 身障者用 2 台 一般 4 台 他駐輪所あり 

 ●併設施設 なし 

 ●実施事業 

  ・居宅介護支援（ケアマネジメント） 

  ・通所介護/横浜市通所介護相当サービス（デイサービス） 

  ・介護予防支援  

   ・地域包括支援センター 

  ・地域活動交流 

 

【横浜市たまプラーザ地域ケアプラザ】横浜市青葉区 

●運営開始日 平成 25 年 3 月 1 日 

 ●建物構造 鉄骨造一部鉄筋コンクリート造 地上 4 階地下 1 建てケアプラザは 4 階一部 

●ケアプラザ延べ床面積 580.75 ㎡ 

●相談調整部門（事務室、相談室、地域ケアルーム） 

●地域活動交流部門（多目的ホール、ぷらざるーむ、調理室、ボランティアルーム等） 

●専用駐車場 なし 

●併設施設 なし 

●実施事業 

  ・居宅介護支援（ケアマネジメント） 

  ・介護予防支援  

   ・地域包括支援センター 

  ・地域活動交流 

 

【サービス付き高齢者向け住宅 かやの樹】横浜市青葉区 

●運営開始日 平成 25 年 7 月 1 日 

●建物構造 木造 2 階建て準耐火構造 

●延床面積 784.37 ㎡ 

 ●居室数 14 戸（床面積 31.62 ㎡）各戸（トイレ・ミニキッチン・浴室完備） 

 ●共有スペース 談話室・食堂ホール 
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 ●専用駐車場 あり 

 ●併設施設 なし 

 ●実施事業 

  ・入居事業 

 

 

【特別養護老人ホーム 新緑の郷】川崎市高津区 

●運営開始日 平成 30 年 5 月 1 日 

  ●土地 主敷地 2,750.65 ㎡ 

  ●建物構造 鉄骨・鉄筋コンクリート造陸屋根 5 階建 

  ●延床面積 4,395.63 ㎡ 

  ●建築面積 1,165.24 ㎡ 

  ●居室およびその他  

  ・66 部屋（136 床） 

  ・2 丁目（階）48 床（4 床×11 部屋、2 床×2 部屋） 

  ・3 丁目（階）48 床（4 床×11 部屋、2 床×2 部屋） 

  ・4 丁目（階）20 床（個室×10 部屋、個室×10 部屋） 

  ・5 丁目（階）20 床（個室×10 部屋、個室×10 部屋） 

  ・地域交流スペース ・栄養事務室 ・調理室 ・事務室 ・施設長室 

  ・洗濯室 ・相談室 ・食堂兼機能訓練室 ・共同生活室 ・会議室 

  ・医務室 ・静養室 ・浴室＝個別浴槽、機械浴槽、車椅子浴槽 

  ●実施事業 

  ・介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）従来型 

・短期入所生活介護/介護予防短期入所生活介護（ショートステイ） 

・介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）ユニット型 

 

【障がい福祉サービス事業所 生活介護 桃の実】横浜市青葉区 

  ●運営開始日 平成 30 年 7 月 1 日 

  ●建物構造 木造２階建及び鉄骨造 1 階建 

  ●敷地面積 308.19 ㎡ 

  ●延床面積 171.64 ㎡ 

   ●実施事業 

   ・生活介護 
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［Ⅲ］緑の郷 

■１ 研修、設備点検・修繕等 報告 

（１）令和 2年度 緑の郷全体職員研修（新型コロナウイルス感染症にて書面、動画等も活用） 

実施日 研 修 内 容 

4月 28日 個人情報・身体拘束・虐待研修 

5月 7日 感染症予防対策研修（新型コロナウイルス感染症） 

6月 6日 感染症予防対策研修（食中毒等） 

7月 29日 事故対策研修 

8月 1日 看取り介護（ターミナル）研修 

11月 1日 倫理・人権・身体拘束研修 

2月 17日 認知症研修 

2月 25日 事故対策研修 

3月 25日 褥瘡予防対策研修 

通年 階層別研修（新任初級・ステップアップ・中級・係長研修・管理職研修） 

新型コロナウイルス感染症対策研修 

※上記外、各部署勉強会・研修会の実施、施設外研修等（オンライン）に参加。 

 

（２）設備保守・修繕関係状況  

   ①設備保守 

内 容 実施日 

消防設備等点検（年２回） 7 月 1 日、11 月 6 日  

8 月 31 日(建築設備) 

エレベーター定期検査 
昇降機：8 月 12 日 

小荷物用：12 月 15 日 

エレベーター定期点検 
遠隔点検：毎月、昇降機：年 4 回 

小荷物用：毎月 

電気設備点検…受変電設備、非常用発電装置 月次点検：毎月 

浴槽レジオネラ菌類水質検査（年１回）  

貯湯槽清掃・水質検査（年 1回） 

9 月 11 日 

10 月 4 日 

簡易水道水質検査および水槽清掃…受水槽、高置水槽、減圧

受水槽（年 1回） 
6 月 18 日 

害虫駆除（薬液塗布：年 2回） 6 月 29 日、1 月 19 日 

厨房排気ダクト清掃およびグリストラップ清掃 

（年 2回） 
7 月 29 日、１月 13 日 
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②修繕等 

内 容 実施日 

トップライト シーリング・ガラス交換改修工事  5 月 8 日～12 日 

エレベーター乗場インジケーター他経年劣化部品交換工事 7 月 26 日 

ビジネスフォン入替工事 9 月 24 日 

 

（３）消防訓練実施  

実施日 内  容 

12 月 23 日 日中総合避難訓練を予定していたがコロナにより、連絡訓練のみ実施 

3月 24日 施設避難訓練（夜間 1 階出火想定）・デイサービス避難訓練 

 

■２ 看護課 

（１）多職種と連携し予防に焦点をあてたケアの提供と、適切な医療の介入を行うよう看護の充実を図

る。 

・質の向上の為、定期的な勉強会の企画を考えましたが、コロナ禍において、集合研修は困難となり、

定期的な開催はできませんでした。感染症予防の兼ね合いから、ノロウイルスの吐物の処理につい

て、ガウンテクニックも含めて新入職員中心に 4 回実施をしました。次年度におきましては、介護

の経験も少ない新入職員も増えている中で、ケアにおける基本的な技術についての勉強会を実施し

たいと考えております。 

・ご入居者の対応としては、日常生活の様子から、変化があった時などは介護職からの報告を受け、

観察する等連携しながら、健康状態を医師に報告し、内服薬の調整や生活上の注意点を健康の視点

から助言をしました。また、新型コロナウイルス感染症の対応から、発熱があった場合は必要に応

じて受診し、PCR検査を行うことにより感染有無の確認を行いました。 

・異常の早期発見ために、毎日全入居者対象に検温を行い、日曜日やまた短期入所の利用者には介護

スタッフにて実施してもらう等連携をとり、日々観察を強化し感染症予防に努めました。 

（２）安らかな終末期を迎えられるよう支援する。 

 ・入居時に「事前意向確認書」にて意向の確認をしていますが、終末期が近い事を受けて、改めてご 

家族の意向を確認し、希望に沿った対応に心がけました。 

 ・コロナ禍において、面会がままならず、状況の変化を医療の立場からお伝えする事で状態を把握し

て頂く事に努めました。 

・このような中で、永眠された方 27 名の内、施設で安らかに最期を迎えることができた方は 20 名お

ります。コロナ禍とはいえ、最期のお別れを悔いなく過ごして頂くために、ターミナル対応になっ

た方々に対しては、感染対策をとりながら直接面会して頂きました。 

今後も引き続き新型コロナウイルス感染症の対応は続きます。終末期の意思決定を大切にしながら、

安らかな最期を迎えられるよう、施設として工夫しながら進めていきたいと考えております。  

（３）仕事の満足度を上げる。 

 ・事業計画に挙げておりました、評価制度の導入に関しては目標面談も含めて計画通りに実施でき 

きまでした。今後の課題として再度検討していきたいと考えております。 
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 ・自己研鑽に関しては、集合研修が実施されなかった状況もありましたが、オンラインの形での研修 

で、下記の研修に参加いたしました。 

 介護保険施設等看護研修 I 看護協会主催 

 認知症研修 青葉区地域連携主催 

 COVID-19 クラスター発生施設から学ぶ 

   例年の研修参加に比べ少ない回数ではありますが、今後もオンラインの研修が増えていく中で、 

積極的に参加できるように検討していきたいと考えております。 

（４）通所介護のご利用者が安心してひと時が送れるよう支援する。 

 ・今年度は、通所介護においても新型コロナウイルス感染症対応で、看護師の役割が大きく、細かい 

部分の指導も含め、ご利用者の対応についても介護職員と連携し、安全な空間で過ごすことができ 

るように努めました。来年度においても気を緩めることなく、継続して取り組んでいきます。 

  また、新しいプロムラムの導入の検討、実施において協力、連携していきたいと考えております。 

■ リハビリ担当 

（１）自発性を引き出せるような訓練を提供します（ご本人に適したプログラムの提供）。 

 ・ご入居者のリハビリ計画については、ケアプランとも連動させながら作成しました。また、ご本人

やご家族の意向も尊重し訓練内容に反映しました。 

 ・フロアでの生活を主体に心身状態の向上、維持につながるように各部署との連携を意識して取り組

みを行うことができました。 

 ・一般的なリハビリ以外にも、余暇的な活動もリハビリプログラムに取り込み、ご入居者が楽しく自 

  主的に取り組んでいただけるような取り組みを行いました。また、リハビリ室だけでなく各フロア 

に出向き、グループリハビリ等の提供も実施しました。 

 【リハビリメニュー】 

日常生活動作訓練、身体機能訓練、基本動作訓練、ポジショニングやシーティング、認知機能訓練、

作業療法など。 

 【余暇活動的メニュー】 

  ちぎり絵、塗り絵、折り紙、手作り作品、学習療法など。 

 【グループリハビリ・フロアリハビリ】 

  ベッドサイドリハ、グループ体操、風船バレー、グループレクなど。 

 ・特養での年間行事についても、積極的に準備段階から参加し、各部署との連携協力に努めました。 

 ・リハビリ褥瘡委員会を定期開催し、ベッド、車いす上でのポジショニングや効果的なクッションの 

使用など各部署での情報共有に努めました。 

 ・食事支援会議やケアプランなどの各種ケア会議にも参加し、得た情報を訓練に活かすことに努めま 

  した。 

 ・リハビリボールを使った訓練は、ご入居者からも好評で身体機能の維持向上にも効果的でした。 

（２）ご入居者、ご家族がゆったり過ごしていただけるような、空間（環境）作りに努めます。 

 ・リハビリ室が単なる訓練の場だけでなく、フロア外でゆったりと過ごせる居場所づくりという意識

を持ちながら環境整備に努めました。ご入居者間の親睦、愚痴の言える場所、趣味活動の場所、楽

しくお話しができる場所など。自主的に来ていただける方も多くなり、皆さんにとってリハビリ室
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が生活の一部になっていただけるよう今後も継続していきます。 

（３）介護用品等（車いす、自助具など）の適切な管理を行います。 

 ・今年度も継続して介護用品の定期点検を実施しました。介護状況や生活に併せた介護用品の選択が

できるように今後も適切な管理に努めていきます。 

 ・また入居者要介護率（平均約 4.5）にて身体状況に合わせて、リクライニング車椅子とテイルド式車

椅子の利用が高くなってきているために今年度も 2 台購入しました。安心・安全・安楽に努めて利

用状況にあわせて提供できるようにしていきます。 

（４）地域貢献を積極的に進めます（地域介護予防体操教室、地域カフェサロンの運営協力など）。 

 ・コロナ禍の影響にて 今年度は地域貢献活動がほとんど実施できませんでした。 

・地域の方からの効果的な運動等の個別相談に適宜（電話対応）対応しました。 

 

■３ 生活課 

■ フロア係 

（１）介護技術の向上を図る。 

 ①各フロアチームにて、テーマをもって介護技術向上に取り組む。 

   各チーム以下のテーマを設定し、日々の介護業務にあたり、テーマに沿って実践していけるよう

に取り組みました。 

・2 丁目：「負担のない移乗(リフト、スライディングボードの活用)」 

     スライディングボード、リフトを活用して離臥床を行い、「負担のない移乗」に取り

組みました。全フロアスタッフが適切に操作できるように努めました。スライディ

ングボードの活用は浸透しましたが、リフトの活用が出来ていない事があるので、

リフトの活用も徹底できるように来年度は取り組んでいきます。 

・3 丁目：「ポジティブで気持ちの良い声掛け」 

     業務や時間に追われてしまう事が多く、「ポジティブで気持ちの良い声掛け」を

意識した声掛けがあまり出来ませんでした。来年度はフロア内で勉強会等を行

い、「ポジティブで気持ち良い声掛け」ができるように取り組んでいきます。 

     ・4 丁目：「ユマニチュードの実践」 

   全フロアスタッフを対象に「ユマニチュード」の動画を観てもらい、「ユマニチ

ュード」の考え方を再度理解してもらいました。ただ、一部のスタッフしか実践

できなかった為、来年度は全スタッフが実践できるように取り組んでいきます。 

  ②移乗介助、座り直しなどによる、ヒヤリハットや事故防止対策に取り組む 

    リスクマネジメント委員にて、移乗介助や座り直しが原因として考えられる【ご入居者の痣に

ついて】、痣の早期発見、対応策を考え、痣の発生を少なくする事を目標に年間を通して取り組

みました。2 月には施設の全体研修として取り組んだ結果を発表しています。また、介護者がご

入居者の身体に触れ、離臥床や座り直しを行うことで身体に痣を作らないために、ご入居者の

身体の下にバスタオルを敷いて、二人介助で移乗、座り直しを行う事を徹底しています。 

（２）介護の姿勢 7 か条が浸透し、実践できる。 

  ①7 カ条を覚え、勤務前に暗唱した上で、業務に入り、意識したケアが行えるようにする。 
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全フロアスタッフへ会議などの機会を使い意識づけを行い、昨年度に比べ、7 か条を意識したケア

が行えるようになりました。また、新入職員のオリエンテーションの際には 7 か条を記載したプ

リントを渡し、緑の郷で大切にしている介護の姿勢を伝えています。引き続き来年度も今まで以

上に 7 か条を意識したケアが行えるよう取り組んでいきます。 

 （３）地域福祉の視点をもち、交流の輪を広げる。 

  ①近隣学生の体験学習やボランティアの受け入れ時に、高齢者や福祉の仕事を正しく楽しく理解し

てもらえるよう関わりを持つ。 

   コロナ禍で学生やボランティアの受け入れを全て中止にしている為、実施できませんでした。 

  ②ご入居者が地域貢献できる場を作る。 

   コロナ禍で地域との交流ができず、また、軒並み以前行われていた行事も中止となった為、ご入

居者が地域に外出する機会は皆無でした。ただ、施設内での行事では、ご入居者にご挨拶、乾杯

の発声、プレゼント贈呈などの役割をお願いしました。 

（４）働きやすく、成長できる魅力ある職場つくりをします。 

①それぞれの職員の成長に合った 1 年のゴール設定を行い、それに向けた行動計画を立て、実践す

る。 

・目標面談を行う中で、興味がある分野を聞き、期待についても伝え、1 年のゴール設定を行いまし

た。研修への参加は、コロナ禍で中止になる事がほとんどで、参加が難しい状況が続きましたが、

1 月以降はオンラインでの研修に数名の職員が参加しました。今後もオンラインの研修が増えてい

く事が予想される為、積極的にオンライン研修に参加できるようにしていきます。 

・事前に提出してもらった「目標面談シート」をもとに、各フロアで個人面談を行いました。 

②適切に労務管理、時間管理ができる職場環境に整える。 

新しい職員が増えた事により、通し勤務はほぼ解消されています。また、超過勤務も減少してい

ます。ただ、特別休を取得する際、公休がとりきれず繰り越してしまう状況がある為、短期間で

解消できるように来年度は改善していきます。 

③スタッフが笑顔で明るく、ご利用者が幸せを感じられる職場環境に整える。 

   人員に余裕ができてきた事もあり、以前に比べてスタッフが笑顔で明るく働く様子が多く見られ

ています。また、フロア業務も円滑に進めることができるようになっています。 

 

 

＜介護の姿勢 7 か条＞ 

①目上の方に対する尊厳が感じ取れる声掛けをします 

②相手の価値観に合せます 

③目の高さを合わせて気持ち良く接します 

④何をするか具体的に伝えて介助します 

⑤身だしなみはいつも整っています 

⑥小さな変化に気付き、すぐに対応します 

⑦心地良く過ごせる環境を作ります（音、におい、照明等） 
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■ 相談係 

（１）利用稼働率１００％を目指す。 

①新入居受け入れ 

   年間で２７名の退所(死亡：２７名)があり、空所ベッドが続くことが多かったです。また、コロナ禍

で面接調整や入所調整も以前のようには行えませんでしたが、稼働率は前年よりやや上回っていま

す。待機者が常時数名いる状況が難しくなっていますが、コロナ禍で面接が以前のように出来ない

状況は改善傾向にある為、待機者が常時数名いる状況を確保できるように調整していきます。 

②待機者連絡 

   入所待機者に対しての状況確認は、入所判定結果を伝える際に待機者連絡が必要かを確認し、必要

な方には毎月のダウンロード日(２５日)に待機者連絡を行っています。 

③短期入所利用 

コロナ禍の影響で積極的な受け入れが出来ず、また、長くリピーターとして利用されていた方が永

眠や他施設入所等の理由で、短期入所の稼働率も前年と比較し大きく減少しました。コロナの状況

を踏まえながら、今後は他事業所とのつながり、ケアマネジャーへのあいさつ回りなどを積極的に

行い、新規利用者の開拓と継続利用に取り組んでいきます。 

【特養年間稼働率】 

月 総稼働率 特養稼働率 Sステイ稼働率 

4 96.31% 97.30% 71.67% 

5 94.82% 95.48% 78.23% 

6 96.15% 96.57% 85.83% 

7 97.80% 98.68% 75.81% 

8 96.99% 97.65% 80.65% 

9 95.00% 95.63% 79.17% 

10 98.45% 99.45% 73.39% 

11 97.02% 99.30% 40.00% 

12 94.39% 95.42% 68.55% 

1 93.15% 94.94% 48.39% 

2 95.91% 98.04% 42.86% 

3 94.42% 96.16% 50.81% 

合計 95.86% 97.04% 66.44% 

 

（２）適切に相談援助業務をすすめ、信頼関係を構築する。 

①業務マニュアルの整理 

既存のマニュアルの見直しを行い、新任職員に伝達する際に活用しました。また、業務整理も随時

行いました。 

②事務処理期間と進捗状況の確認 

随時進捗状況を確認し、協力して進めています。 

年間スケジュールを確認しながら進めていますが、新任職員が確認出来ていないこともある為、毎
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月の相談会議でスケジュールの確認を行っていきます。 

③金銭管理と情報提供 

  コロナ禍でご家族の面会が大幅に制限されている為、看護課と連携しながら、定期的に電話でご家

族に状況等をお伝えしました。 

④単身者への対応 

  1 名の方の成年後見制度申立を行いました。現在、手続きが必要な方はいませんが、必要な方が入所

されたら、適宜手続きを行っていきます。 

（３）専門職としてのスキルを向上させる。 

①目標設定 

  新任職員が一人おり、また、相談係が 10 月まで二人体制だった事もあり、業務を覚える事を優先し

た為、目標設定するまでには至りませんでした。一通りの業務は把握したので、来年度は各自目標

を設定し業務にあたっていきます。 

②研修参加 

コロナ禍で研修が中止になる事も多く、例年に比べて研修への参加はほとんど出来ませんでした。

来年度はコロナの状況を踏まえながら、オンラインでの研修をメインに参加していきます。 

③動向把握、情報交換 

コロナ禍で施設運営研究会、青葉区施設連絡会は一度も開催されませんでしたが、メールや電話で

動向把握、情報交換を行っています。 

④制度の理解 

  以前に比べて制度の理解が出来るようになりました。ご入居者、ご家族へ適切な情報発信が出来る

ようになっています。 

（４）地域との交流を図り特養の理解を深め、社会資源の一つとして役割を果たす。 

①ボランティアのやりがいの向上 

  コロナ禍でボランティアの受け入れを中止しています。 

②近隣保育園や学校との関わり 

コロナ禍で近隣保育園や学校との関りは出来ていません。今後、新しい生活様式を踏まえながらの

関りを検討していきます。 

③地域の行事やイベントへの参加 

  コロナ禍で地域の行事やイベントは全て中止になった為、参加出来ていません。上記②と同様で新

しい生活様式を踏まえながらの地域との関りを検討していきます。 

【令和２年度主な行事実績】 

新型コロナウイルス感染症予防対策のため一部行事のみ実施 

月 日 行事 内 容 

4 20 誕生会 4 月誕生者のお祝いを各フロアで昼食時に実施する。職員による余興、行事食提供。 

27 鯉のぼり

祭り 

施設駐車場に 50 匹以上の鯉のぼりを設置。鯉のぼり週間として、お散歩や写真撮影を行

う。4/27 にはケーキを提供。 

5 2 菖蒲湯 2・4・5 日に、菖蒲湯を楽しんでいただく。 

19 誕生会 5 月誕生者のお祝いを各フロアで昼食時に実施する。職員による余興、行事食提供。 
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6 17 誕生会 6 月誕生者のお祝いを各フロアで昼食時に実施する。職員による余興、行事食提供。 

7 2 七夕作業 ご入居者と一緒に七夕飾りを作り、笹に飾り付けをする。最後にみんなで七夕の歌を歌う。 

16 誕生会 7 月誕生者のお祝いを各フロアで昼食時に実施する。職員による余興、行事食提供。 

8 2 夏祭り 例年の大納涼祭は中止とし、小規模夏祭りを開催。昼食にお祭り屋台メニュー提供。大ホ

ールにやぐらを設置し、ゲームコーナーやわたあめ、アイスの屋台を提供。 

13 迎え火 迎え火を焚き希望ご入居者にて線香を焚く 

16 送り火 送り火を焚き希望ご入居者にて線香を焚く 

21 誕生会 8 月誕生者のお祝いを各フロアで昼食時に実施する。職員による余興、行事食提供。 

29 追悼法要

会 

緑の郷でお亡くなりになった方々を偲び追悼法要会を行う。近隣の宗英寺ご住職司式。感

染予防対策のため、ご遺族の参列は中止としている。 

9 20 敬老祝賀会 節目の方を中心に長寿のお祝いをフロア毎に行う。行事食提供。 

14 誕生会 9 月誕生者のお祝いを各フロアで昼食時に実施する。職員による余興、行事食提供。 

25 お墓参り 職員にて緑の郷のお墓参りに行く（宗英寺）。感染予防対策のため、ご入居者の参加なし。 

10 1 十五夜 お団子とすすきを各フロアに飾りつけ。大きな模造紙に貼り絵を行い、壁飾り作成。 

20 誕生会 10 月誕生者のお祝いを各フロアで昼食時に実施する。職員による余興、行事食提供。 

11 16 作品展 クラブ活動で作った作品や趣味で作った作品を施設内に展示し自由に鑑賞していただく。 

18 誕生会 11 月誕生者のお祝いを各フロアで昼食時に実施する。職員による余興、行事食提供。 

12 1 開設記念 開所記念日のお祝いを兼ねて、昼食時お祝い膳を提供。感染予防対策のため、恒例のお餅

つきは中止している。 

10 誕生会 12 月誕生者のお祝いを各フロアで昼食時に実施する。職員による余興、行事食提供。 

21 ゆず湯 21・22・23 日の 3 日間、ゆず湯を楽しんでいただく。 

1 1 新年祝賀

会 

昼食時に元旦祝賀会を開催。新年のご挨拶、お祝い膳を召し上がっていただく。     

午後は正月遊びを行う。 

9 お囃子来

訪 

地域の囃子保存会のご協力の元、デイサービス、各フロアに順番にお囃子と共に獅子舞を

披露。今年は感染症予防対策のため、獅子舞は屋外、ご入居者は館内から鑑賞 

15 どんど焼

き 

職員にてお団子を作り、午後はお正月飾り等をお焚き上げし、その火でお団子を焼き一年

の無病息災を祈願する。 

22 誕生会 1 月誕生者のお祝いを各フロアで昼食時に実施する。職員による余興、行事食提供。 

2 2 節分・豆

まき 

ご入居者に裃を着用いただき、節分の豆まきを行う。職員が鬼に扮装し館内を回る。 

15 誕生会 2 月誕生者のお祝いを各フロアで昼食時に実施する。職員による余興、行事食提供。 

3 3 ひな祭り １階ホールと玄関にひな人形を展示。お雛様を見て昔を思い出し楽しんでいただく。当日

に甘酒のサービスを行う 

16 誕生会 3 月誕生者のお祝いを各フロアで昼食時に実施する。職員による余興、行事食提供。 

23 お墓参り 職員にて緑の郷のお墓参りに行く（宗英寺）。感染予防対策のため、ご入居者の参加なし。 

28 お花見会 お昼ご飯に、お花見弁当を提供。午後には和菓子の提供やフロア毎にレクリエーションを

おこなう。 
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■４ 栄養調理課（法人食事提供事業所統合） 

【健全な給食経営】 

 給食管理システムの活用で、各事業の収支状況について把握し、事務課に提出を継続して出来ていま

す。課題としては各事業に対する考察と改善の提案までをトータル的に行うことです。 

 

【介護食研究】 

 介護食研究としてかながわ福祉大会の題材を調整してきましたが、2020 年コロナ禍で予定していた内

容での継続が不可能となりました。急遽栄養ケアマネジメントを基準とした内容に作り変え、予定通り

内容を提出する事が出来ました。 

 

【食事環境の整備】 

 介護食研究として作る「手作りケーキ」について 1 年 12 種類のケーキを開発、毎月の楽しみを演出す

る事が出来ました。 

・課題 

 ユニットと多床室、集団給食と個別食提供、それぞれのニーズに合った食事提供を安定的に行う必要

があります。 

 

【健康的な生活の食支援】 

・地域 

 「横浜市たまプラーザ地域ケアプラザ」においてロコモ予防、栄養講座を行いました。 

・職員衛生管理 

緑の郷、新緑の郷 

 職員健康管理として衛生新聞の定期発行を継続出来ています。マンパワーの問題が改善されれば、理

想としては毎月定期発行を行いたいと考えております。 

 

【専門性の強化】 

・栄養ケアマネジメント 

 かながわ福祉研究大会を起点として栄養ケアマネジメントの計画書、アセスメントの再構築、説明方

法の標準化を行いました。2021 年改訂内容にも早々に対応することを課題としています。 

 

【食の喜びを提供する】 

 通常の食事や行事食について、標準化を行ってきました。年単位で観ますと纏まっているようにも思

えますが、個別で観ればマンネリ化してきているようにも受け止められます。嗜好調査だけでは把握で

きない、現在の実態に合った食事内容を再構築する事も課題のひとつです。 
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■５ デイサービス課 

≪職員体制≫ 

管理者    ：1 名 

生活相談員  ：常勤 3 名 

介護職員   ：常勤兼務 3 名 非常勤 7 名 

看護師    ：非常勤 3 名 

機能訓練指導員：非常勤兼務 3 名 

栄養士    ：常勤兼務 1 名 

調理員    ：委託 

≪提供するサービス内容≫ 

・入浴、排泄、食事などの日常生活動作の介護や機能訓練。 

・生活相談、助言（ご家族含む）。 

・健康状態の把握、観察、相談、助言。 

・送迎サービス 

≪実費負担額≫ ※1 割負担を計上 

要介護 1：695 円  要介護 2：820 円  要介護 3：951 円 

要介護 4：1,081 円  要介護 5：1,212 円 

要支援 1：1,775 円(1 か月)  要支援 2：3,638 円(1 か月) 

・食費 750 円(昼食：700 円 おやつ：50 円) 

・入浴介助加算 54 円 

・サービス提供体制強化加算Ⅰロ 13 円 

・介護職員処遇改善加算Ⅰ 

・特定処遇改善加算Ⅱ 

・新型コロナ感染症特例報酬(R3.3.31 まで) 

≪主な実施行事≫   

・調理作業     ：実施日 

6/22(月)23 名・6/23(火)25 名  

11/11(水)26 名・11/12(木)21 名 

第三回目コロナ感染症の為、中止 

・みどりの食事会  ：実施日 

5/11(月)20 名 レク内容=曜日対抗みどりんピック※ボッチャ大会  

5/12(火)21 名       

5/13(水)17 名       

・デイサービス納涼祭：実施日※今年度新規企画 

8/17(月)20 名 レク内容=射的・金魚すくい・おやつバイキング  

8/18(火)24 名       

8/19(水)19 名 

・季節の飾り作り  ：作業内容※以下の中から 1 つ選び制作 



 20 

          木箱入りフラワーアレンジメント・ハーバリウム 

          コルクボード絵馬・お正月模様のガーランド 

：実施日     

            12/3(木)22 名 

            12/4(金)20 名 

            12/5(土)23 名 

・クリスマスランチ ：実施日※今年度新規企画 

           12/24(火)19 名 

           12/25(水)19 名 

・デイサービス忘年会：実施日 

           12/28(月)22 名 レク内容=投網ゲーム・ビンゴ大会 

≪年度目標の評価≫ 

・コロナ禍でも安心、安全にできる個別作業レクリエーションや物品を抗菌、消毒できるものに切り替

え、状況に合わせて随時変更を行いました。また、緊急事態宣言や感染者増に合わせて、消毒や換気

を強化しました。コロナ禍の状況でも変わらずご利用していただくためにできる限り既存の行事企画

を実施しました。また、今年はデイサービス単体での納涼祭を開催し、緑の郷の納涼祭に参加できな

い方も参加することができ、お祭りの雰囲気を楽しめたと好評でした。 

 ご家族、ご利用者には、検温測定、マスク着用等の感染対策のご協力を賜り、コロナ感染者 0 名とい

う結果でした。今後もコロナ対策も含めた感染症対策を徹底しながら運営をして行きます。 

・家族懇親会： 

家族懇親会の開催を予定していましたが、コロナ感染症流行により中止となりました。新規ご利用者

も増え、ご家族同士の交流や職員との交流を深める為にもコロナ終息後に積極的に開催したいと考え

ております。また、ご家族交流の一環として色々な世代の家族が参加できる行事企画も、併せて検討

して行きます。 

・職員研修： 

 コロナ感染症の為、外部研修は中止、内部研修は書面による研修となりました。コロナ収束後は自己

研鑽、知識向上のために外部研修を積極的に取り入れて行きます。 

・地域活動： 

 コロナ感染症の為、JA 体操、桐蔭大学や聖マリアンナ医科大学、福祉系大学、専門学生の実習やボラ

ンティアの受け入れが中止となりました。終息後は地域貢献や職員のスキルアップの為にも積極的に

受け入れて行きます。 

・営業活動： 

 コロナ感染症の為、事業所定期訪問を中止。終息後は定期訪問の実施を再開すると同時に定期的に実

績送付を活用した広報活動も並行して行います。 

・年間利用率： 

 今年度の利用率は 72％と目標の 80％を達成できませんでした。新規ご利用者の契約は毎月行っていま

したが、コロナ禍の状況や年齢の高いご利用者の入院や死亡に伴い、昨年と同様の利用率に止まりま

した。ご家族や他職種との連携により、良好なチームケアが実施できていることは評価され、新規ご
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利用者獲得や新規ご利用者増回に繋がっています。また、サービス提供体制強化加算Ⅰロを取得した

ことで若干の収益増になりました。 

≪通所介護・総合事業 利用実績≫ 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

493 名 497 名 527 名 562 名 514 名 548 名 

10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

585 名 553 名 528 名 524 名 524 名   604 名 

 

■６ 訪問介護課 

（１）活動実績状況について 

①活動実績の推移   

月 利用者数 利用回数 総時間 新規利用者 介護報酬 ヘルパ－人数 

4 ９１人 ６８７回 670:51時間 ２人 3,310,902円 ２５人 

5 ８８人 ６５２回 648:45時間 ４人 3,018,585円 ２４人 

6 ８９人 ７１３回 696:40時間 １人 3,155,687円 ２３人 

7 ９６人 ７４０回 716:47時間 ２人 3,216,136円 ２３人 

8 ９７人 ６８２回 692:26時間 ４人 3,053,236円 ２２人 

9 ９３人 ６９８回 700:45時間 １人 3,075,693円 ２２人 

10 １００人 ７５０回 741:35時間 ６人 3,234,725円 ２１人 

11 １０２人 ７３１回 715:59時間 ４人 3,537,026円 ２１人 

12 １０１人 ７５１回 741:43時間 ５人 3,334,639円 ２１人 

1 １００人 ６９９回 679:50時間 １人 3,038,472円 ２１人 

2 ９８人 ７７０回 713:10時間 ４人 3,028,716円 ２１人 

3 ９７人 ７９９回 796:02時間 １人 3,906,535円 ２１人 

のべ 

計 
１１５２人 ８６７２回 8514:33時間 ３５人 38,910,352円 ２６５人 

月平均 ９６人 ７２２回 709:46時間 ２．９人 3,242,529円 ２２人 

(参考) 

前年度

月平均 

９０人 ６７０回 660:02時間 ３．８人 2,541,638円 ２４人 

※介護報酬は特定事業所加算Ⅱ、処遇改善加算Ⅰ、特定処遇改善加算Ⅰを含む 

②要介護度別利用者数    

月 不明 要支援１ 要支援 2 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 申請中 合計 

4月 １ １９ １５ ２７ １９ ５ ０ ４ １ ９１ 

5月 １ １７ １３ ２６ １９ ６ ０ ４ ２ ８８ 
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6月 ０ １５ １７  ２５ ２１ ６ ０ ３ ２ ８９ 

7月 １ １５ １５ ３２ ２１ ７ ０ ３ ２ ９６ 

8月 １ １４ １６ ３３ ２２ ５ ０ ３ ３ ９７ 

9月 １ １５  １４  ３４ １９  ３ １ ３ ３ ９３ 

10月 ０ １６ １５ ３９ １９ ４ １ ３ ３ １００ 

11月 ０ １７ １６ ３５ ２２ ５  ２  ４ １ １０２ 

12月 ０ １８ １７ ３６ ２１ ４ １ ４ １ １０１ 

1月 １ １７ １６ ３４  １９ ４  １  ４ ４ １００ 

2月 ０ １６ １５ ３４ １９ ６ １ ４  ３ ９８  

3月 ０ １６ １６ ３３ １８  ６ ２ ４ ２ ９７ 

割合 ２ １７ １６ ３１ ２１ ５ １ ４ ３ ％ 

(参考) 

前年度 
２ ２１ １６ ２５ ２２ ６ ２ ３ ４ ％ 

※不明とは介護保険外のみのご利用者で認定期間切れや介護度が不明の方 

③まとめ 

 ・今年度から特定事業所加算Ⅱを取得したため自動的に基本単位数 10％アップになっていますが、月

報酬平均は 324万円で昨年度の 254万円から 127％でその増収分以上に上昇しました。 

・ご利用者数に関しては、昨年度 11月に長浜医院からの 25名が増えたこともありますが、96名にア

ップしています。 

・コロナの影響で訪問介護サービスの利用控えは 5月までは最大 9名ほど見られましたが、6月にはす

べて再開しており、ほぼ影響はありませんでした。 

・利用回数も前年度 670回/月から 709回/月と 107％アップしました。 

・介護保険での平均単価は 3850円/時間から 4573円/時間で 118％アップしました。身体介護サービス

の割合や、効率のよい 30分の短時間の身体介護１サービスが増えていることも影響しています。（訪

問介護の報酬は長時間になるほど時間単価が下がる） 

・保険外サービス利用時間 43.8時間/月（31年度 37.8時間/月、30 年度 41.3時間)で 15分刻みの金

額設定に改定した影響と、通院介助の依頼が増えてきていることによると思われますが、今後現状

の職員体制では長時間の不定期な通院介助の依頼にどう対応していくかは課題の残るところです。 

 ・要介護のご利用者は 62％で、（31年度 58％）と年々比率はあがってきていますが、他事業所に見ら

れるような要支援の受け入れ制限は特に行っていないため、要支援の方が要介護になったことの影

響があったと思われます。今後も要支援の新規受け入れは必要以上に制限しない方向が良いと考え

ています。 

・「かやの樹」のご利用者は 3月現在で 5名。 

（２）ヘルパーの育成等について  

①ヘルパー研修  

・今年度はコロナの影響もあり、集合型の研修はほとんど行えませんでした。来年度は少人数のグル

ープでの研修や、書面研修等方法を工夫して実施していきます。特定事業所加算の算定要件を満た
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すように、個別の研修も実施し、毎月のミーティングも当面書面で実施していきます。 

②その他 

・新規登録ヘルパー2名採用、2名退職（退職理由は、コロナでヘルパー活動に不安があるため、遠距

離となったため）。新規ヘルパーの獲得が困難な中、ヘルパー数はじりじりと減少傾向。非常勤ヘル

パーの高齢化は継続課題です。コロナの不安もあり年齢的な理由で退職の希望もある中なんとかひ

きとめている状況です。新規採用が出来ていないことは、この数年課題として続いています。 

（３）その他 

 ・ヘルパー高齢化で依頼のケースとヘルパーとのマッチングが困難になっている中、サービス提供責

任者４名の全訪問に対する担当割合は５割から４割に下がりました。非常勤ヘルパー５名が多くを

担当してくれた効果であると思われます。しかしまだ４割なため、ヘルパーの教育を進めて対応力

のあるヘルパーに育成していくことが必要だと考えております。 

・新型コロナウイルスの影響は、ヘルパーの同居家族が感染したケースが２例あり、ヘルパーが濃厚

接触者となったため訪問を自粛させ、他のヘルパーで対応しました。ご利用者及び同居のご家族の

感染者発症はありませんでした。 

■７ 居宅介護支援課 

（１）個々のご利用者ご家族のニーズに的確に応え、自立支援に向けたｹｱﾌﾟﾗﾝの作成に努めます。 

・介護保険制度、介護報酬改定の内容を正しく把握し、ご利用者に対して正しく説明できるよう努め 

ました。 

・公正中立なケアプラン、根拠あるケアプランの作成に努めました。 

・介護サービス、地域資源、医療機関について新しい情報を収集・整理し利用者の希望やニーズに合

わせて情報提供できるよう努めました。 

（２）医療・介護の連携強化に努めます。  

・医療系サービスをケアプランに位置付けた根拠を明らかにし、主治医からの指示内容の確認を致し

ました。 

・退院前カンファレンスへの出席、主治医・訪問看護師との連絡など、医療との連携に努めました。 

・個別ケースにおいて、管轄包括と区役所（高齢支援・生活支援）間で情報の共有や検討をするなど

連携を図りました。 

・主治医にケアプランを交付し、情報共有する事に努めました。 

・自立支援、重度化防止のため、リハビリ、訪問介護との情報共有に努めました。 

（３）上限件数の維持と、継続した収入の確保ができるように努めます。 

・法令を遵守し、適正な給付管理の実施と、適正件数が維持できるように努めました。 

・年間の収入＝１,０００万円をクリアしました。 

・「新型コロナウイルスに係る臨時的取り扱い」の適用、介護保険認定有効期間の長期化により、認  

定調査依頼件数減少の中、委託された調査は必ず行うよう努めました。 

（４）法人サービスの利用率の向上、及び、法人サービスの質の向上ができるように他部署との連携

強化を図ります。 

・各サービス部門との連携を密にして、ご利用者へのサービス向上を図るよう努めました。 

・ご利用者のニーズに応じ、当法人サービスの情報を提供し、利用率の向上を図りました。 
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※法人デイサービス利用率（緑の郷・美しが丘地域ケアプラザ…54％ 緑の郷訪問介護利用率…40％） 

（５）居宅介護支援事業所としてのサービスの質、向上を目指します。 

 ・担当者が不在でも対応できるよう、また、担当者が一人で担当ケースの悩みや問題点を抱え込まな

いよう、月 1 回居宅会議を行い、日々の情報交換や、チームでの問題解決に努めました。 

・サービス向上に繋がるよう利用者へのアンケートを実施し、集計結果を利用者へ配布しました。 

・個人スキル向上のため、必要と思われる研修に参加しました。 

（６）法人や緑の郷で行っている各事業を地域の方に知っていただき、地域の方に選ばれる事業所

を目指す。 

・地域包括支援センター、青葉区医師会等が開催する事業に積極的に参加し、「緑の郷」の取り組

みを地域に PR できるよう努めました。外部との連携を図りながら、「選ばれるケアマネジャー」 

を目指しました。 

【令和 2年度月報集計】 

 

 

登録者数 

（介護） 

登録者数

（予防） 

※委託 

給付数 

（介護） 

給付数 

（予防） 

月遅れ給付数

（介護） 
新規者 中止者 

※ 

認定調査 

4 月 87 27 80 21 0 2 0 1 

5 月 85 27 82 23 2 0 3 2 

6 月 84 27 80 19 2 0 0 1 

7 月 83 27 79 21 1 1 0 1 

8 月 82 26 77 19 9 6 1 1 

9 月 85 26 77 19 2 1 2 0 

10 月 85 22 83 20 6 3 1 0 

11 月 83 25 74 20 0 2 1 1 

12 月 80 26 75 21 0 2 1 1 

1 月 80 25 73 21 2 2 1 1 

2 月 87 24 71 21 3 3 0 0 

3 月 87 24 81 22 7 8 0 0 

※合計 

 

1.008 

（1.060） 

306 

（339） 

932 

（932） 

247 

（284） 

34 

（38） 

30 

（45） 

10 

（11） 

 9 

（53） 

※認定調査は、他区、他県からの依頼についても含む。 

※合計の( )内の数字は、昨年度のもの。 

○介護給付費請求書等集計 年間収入 13,317,343 円(月平均 1,109,779 円) 

《内訳》 居宅介護支援費 12,226,652 円（月平均 1,018,888 円） 

（※前年度 居宅介護支援費 12,334,108 円） 

介護予防支援委託費 1,051,811 円（月平均 87,651 円） 

         （※前年度 介護予防支援委託費 1,204,572 円） 

認定調査委託料 38,880 円（月平均 3,240 円） 

(※前年度 認定調査委託料 256,176 円) 
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［Ⅳ］横浜市美しが丘地域ケアプラザ 

■委託事業部門（地域包括支援センター、地域活動交流） 

・コロナ禍におけるつながり作りについて模索し、取り組んできた 1 年でした。事業開催については、

開催時期と事業の性質を見極め、感染予防に留意しながら限定的に行いました。コロナ禍だからこそ

できる工夫を凝らし、これまで多くの人たちを対象に幅広いつながり作りから、方向転換し、少人数

でも、短時間開催として回数を重ねることで、より深みのあるつながり作りを目指しました。 

また、ＳＮＳを活用した事業展開を行い、リアルでは実現できない歌の事業、茶話会式カフェ、料理

の事業などをユーチューブで発信しました。発信に対する反応がケアプラザと地域住民のつながりの

ツールのひとつとなりました。 

・地域で活動することやつながりを持つことが、個人や地域にもたらす力について、多くの方に認知し

ていただきたく、周知活動を行っています。つながりの先にある支え合いの発展までは、時間を要す

るかもしれませんが、基礎となるつながり作りの必要性を次年度以降も様々な場面でお伝していきま

す。 

・5 年後、10 年後を見据えた世代に向けての普及も力を入れていきたいです。また、考え方の普及に 

とどまることが無いよう、専門職が連携して地域の情報を活用し、つながり作りの支援を行っていき

ます。 

■居宅介護支援事業 

・地域の支援困難ケースを受け入れ、行政、包括支援センター、各関係機関と課題解決に向け連携し

ました。 

・各ケアマネジャーの年間研修計画を策定し目標を持って研修に参加(主に WEB での参加)、自己研鑽

に努めました。 

・特定事業所加算Ⅲついて、算定要件を維持し算定継続しました。 

・他法人の事業所との研修会を上半期の 8 月に実施しました。 

・毎週 1 回、会議を行い各担当ケースの報告・検討、ケアマネジメント業務の振り返り、勉強会等を

実施しました。 

・24時間緊急相談が受けられる体制を継続、年間を通して 2件連絡がありました。 

・介護保険実地指導、介護情報公表サービス調査を受けましたが大きな指摘事項はありませんでした。 

【利用実績(給付数)】 

 

 

 

 

 

■通所介護事業及び総合事業 

・新型コロナウイルス感染症懸念により利用を控えるご利用者もいらっしゃり、昨年度と比べ最大 20名

休止した月もありましたが、特例加算で補いながら対応していきました。また、公共機関を使用して

の通勤等、感染に不安がある職員の勤務調整をしながら職員は勿論の事、ご利用者も含め感染予防に

努めながらサービス提供しました。 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

92 93 92 97 94 93 

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

97 94 97 96 92 96 
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・入浴提供関係なく午後のプログラムに足浴を取り入れ、リラックスできる時間をもうけ、皮膚状態

の健康観察の実施に取り組みました。 

・コロナ禍により多くの活動提供に制限がかかりました。アンケート集計結果も加味しながらミーテ

ィングを開催し感染に留意した活動内容の検討をし、サービスの質について業務意識を高めました。 

・外部研修はほぼ開催中止が多く、今年度の研修等は書面開催により実施しました。 

≪その他（特徴的な取組、ＰＲ等）≫ 

・選択食制の実施。Ａ、Ｂランチを来所時にご利用者に選択して提供。また、季節に合わせて行事食(お

花見膳、敬老お祝い膳)等を提供しました。おやつ喫茶を行い、くつろげる時間を提供しました。 

・コロナ禍でも地域との間接的多世代交流や作業を通しての心身機能低下防止を目的に近隣小学校 6

年生の卒業式に使用いただくコサージュ（飾り）とメッセージカード作りを秋から冬にかけて実施

しました。明確な目的によりご利用者の意識向上や手先の巧緻性等いつもと異なる反応も窺え、生

徒や教諭等学校側からも感謝の意をいただきました。 

 

【通所介護 利用実績（延べ人数）】 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

392 478 555 586 563 561 

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

582 565 547 472 461 518 

 

【総合事業 利用者実績（契約者数）】 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

8 7 11 10 10 11 

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

13 10 10 8 10 8 

 

■施設の適切な運営について 

【公正・中立性の確保について】 

・施設内には高齢者に限らず、子育てや障害支援に関わる情報についても、必要な方に分かりやすく 

 手に取っていただけるよう分類別に配架を行いました。 

・ニーズに応じた情報提供を行う際には複数の情報を提示し、選択についての自己決定を支援しました。 

・地域情報についても公平に情報発信が行えるよう、情報の収集、更新に努めました。 

【コンプライアンスへの対応について】 

・職場内研修で、年度内に個人情報保護に関わる研修を 2 回実施しました。 

・ヒヤリハット、軽微な事故の振り返りを行い、発生予防の取り組み強化に努めました。 
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［Ⅴ］横浜市たまプラーザ地域ケアプラザ 

■委託事業部門（地域包括支援センター、地域活動交流） 

・今年度はコロナ禍において「新しい生活様式」を模索しながら、当初予定していた事業などの運営も

軌道修正を余儀なくされました。 

・福祉出前講座は、時間や形式、内容を工夫して実施し、貸館事業に関しては、一定の距離を確保して

安全にご利用いただけるよう配慮しました。 

・情報提供においては Web を活用して、「介護予防」「子育て支援」「音楽コンサート」のコンテンツを

YouTube にチャンネル開設して、区民がどこにいてもお楽しみいただけるように提供しました。 

・認知症予防カフェにおいては、従来の形から発展させ、“脳トレ” “回想法” “軽体操” “交流” 

をテーマとした内容で実施し、参加者の密を防ぐと同時により多くの方に参加していただけるよう、

時間を短縮して 2 部構成にして定期開催しました。 

・個別相談においては、外出自粛期間こそ相談件数は一時的に減少したものの、その間の相談がより深

刻な内容だった印象があります。 

・介護予防活動の実践については、「コミュニティーカレッジ」「オリエンテーリング」「健康スタンプ」

「つながりレター」などの新規事業を立ち上げ、コロナ禍だからこそ社会とのつながりが大切である

ことを発信してきました。 

■施設の適切な運営について 

●公正・中立性の確保について 

・地域包括支援センター相談時に介護保険サービスや行政サービスの情報を提供する際は、サービスの

隔たりが生じないように、複数の事業者を提示し、対象者が選択できるように対応しました。 

・貸部屋利用団体の利用希望日時に重複があった場合は厳正に抽選し、その結果を適切にご案内しまし

た。特定の活動団体が有利に利用することのないよう、公平中立の貸館運営を行いました。 

●コンプライアンスへの対応について（事故防止、個人情報保護等） 

・毎月定例の職員会議で、ヒヤリハット報告とともに事故が起きた場合の報告と検証を行いました。特

に個人情報に関しては漏洩事故を防ぐため、必要のない持ち出しは行わず、各事業所への書類送付作

業は、複数の職員で確認して実施しました。 

■介護保険事業（居宅介護支援事業） 

・ご利用者、ご家族のご意向に耳を傾け、相談しやすい信頼関係を築くように心がけ、在宅生活で困る

ことが少なくなるようなケアマネジメントに努めました。 

・併設する地域包括支援センターと連携して、地域課題を含めた対応の難しい事例に取り組みました。 

・他事業所と連携して、事例検討会やケアマネジメント手法について包括的に捉えた研修等を行い、介

護支援専門員としてのスキルアップに努めました。コロナ禍で、オンライン研修へも積極的に参加し

ました。 

・継続した支援実施のために事業収入の安定に努めました。令和２年４月に特定事業所加算Ⅲを取得、

毎月の上限担当者件数を維持しました。 

・新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、面談によるモニタリングを電話やメールによるモニタリ

ングに替えて、ご利用者の生活の質が低下しないように努めました。 
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  【利用者実績】 単位：件 

 

 

 

 

 

 

［Ⅵ］サービス付き高齢者向け住宅 『かやの樹』 

１．自立した生活の継続 

・安全な環境整備として、館内エレベーターロープの交換及び食堂内のエアコン交換を行いました。 

・入居後、居室替えの要望があり、空き室が生じた際に対応しました（１０６号室⇒２０８号室）。 

・かやの樹の集いを月２回実施し、ご入居者の要望等を聞きとり、サービスの改善につなげました。 

＜生活支援強化（認知症を有する方）＞ 

・デイサービス利用時の準備、送り出し、迎え対応。 

※支援が必要なご入居者が増え、今後職員の人員配置等の検討が必要となっています。 

・居室内の室温調整。 

・服薬管理。 

・昼食支援、水分補給。 

＜介護事業者・医療機関との連携強化＞ 

・家族との連携（契約更新時、来訪時、電話等で行いました）。 

・訪問介護、通所介護利用者が前年度より増加しています・・・９名（令和３年３月末現在）。 

２．地域に開かれた施設運営 

・年２回の防災訓練に地域の自治会長・副会長に参加していただきました。 

・あざみ野中学校生徒さんとの年賀状による交流を行いました。 

・近隣からの見学希望が増えており、コロナ禍ではありましたが適宜対応しました。 

・移動販売「とくし丸」を地域の人も利用できるように対応しました。 

・コロナ禍の影響により、今年度は地域の各種行事等が開催されず交流の機会が減りました。 

３．職員が長く働き続けられる職場作り 

・今年度も離職者はいませんでした。 

・雇用契約更新時、個別面談にて要望を聞き、体調や個人の生活状況を踏まえて勤務内容に反映させ 

働きやすい環境を整えました。 

・サービス残業をなくすための取り組みとして業務内容を適宜変更しました。 

＜研修＞ 

・感染症（食中毒）予防研修。（管理栄養士にて） 

・虐待（身体拘束）自己点検シート（チェックリスト）を２回実施し、意見交換を行いました。 

・毎月の全体ミーティングや日々の申し送り等で認知症の対応、入居者間の人間関係についての情報を 

共有し、信頼されるチーム作りに努めました。 

・誤薬の事故が１件あり、事故予防対策について全職員で話し合い新たな対応方法を取り決めました。 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

100 102 108 110 111 116 

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

119 120 119 121 122 121 
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・ヒヤリハットの記録が少なく、職員にも浸透していない為、来年度の課題として取り組みます。 

４．入居者状況（１４名定員） 

・年間稼働率９７％。 

・入退居状況：退居者３名（自宅２名・介護施設１名） 

新入居者３名 

※３名の新入居者は紹介事業所経由でなく、地域の方、法人のケアマネ、以前ご入居し 

ていた緑の郷のご家族からの紹介でした。 

・入居者状況（令和３年３月末現在） 

平均年齢：８４．９歳 

要介護度：自立＝１名 要支援１＝４名  要介護１＝６名 要介護２＝３名 

５．その他 

＜かやの樹でのサービス等の利用状況＞（令和３年３月末現在、集計） 

・かやの樹バス・・・年間延べ３４２名（前年度より延１００名近く増えました）。 

※コロナ禍のなか、利用時間の短縮等を行いながら実施しました。 

・かやの樹の集い・・・年間延べ２００名。 

・かやの樹カフェ・・・年間延べ１１３名。 

※コミュニケーションの場としも喜ばれておりますが、内容のマンネリ化が今後の課題です。 

・外出支援サービス・・・年間９回（１７時間）医療機関の受診付き添い。 

・貸館・・・年間５件（外部利用は感染症対策で中止とし、フラワー教室のみ実施しました）。 

・移動販売「とくし丸」・・・年間延べ２３０名。 

 ※地域の方の購入も可としており、利用される方が増えています。 

・服薬管理対応者・・・９名。 

・朝食提供者・・・９名。 

＜感染症対策（新型コロナウイルス）＞ 

・全館消毒、換気・・・消毒は定時２回と使用時適宜。換気は 1 日を通して実施。 

・必要物品購入・・・食事テーブル、下駄箱、パーテーション、オゾン発生装置、サーキュレーター、 

パルスオキシメーター、玄関用椅子２脚、非接触型体温計など。 

・来館者対応・・・来館者カード作成、手指消毒、検温、マスク着用の徹底、訪問（面会）制限。 

・職員のマスク着用、検温（毎日）、手指消毒等の徹底及び日常生活における感染予防。 

・ご入居者全員の検温測定、共有スペースでのマスク着用の徹底。 

・宿直者の業務内容変更・・・法人の各事業所から宿直者が入る為、ご入居者との接触を極力減らし 

 対応しました。 

・かやの樹バスの送迎時間短縮。 

・ご入居者の外出先確認及び帰宅時の検温徹底。 

・各種行事、余暇活動・・・マスク着用、体調確認、密を避けることを徹底しながら、可能な限り 

 活動が行えるように努めました。 

・ご入居者、職員の新型コロナウイルス感染者はありませんでした。 
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＜行事報告＞ 

外出や集団での活動に制限があり、今年度は外出やレクリエーションの機会が少なく、ご入居者から 

外出の機会を増やして欲しいとの要望もありました。来年度は感染対策を工夫して可能な限り実施し 

たいと考えております。 

 【令和２年度行事】 

月 内容 

４月 なし 

５月 鯉のぼり鑑賞中止（柏餅提供のみ） 

外出行事中止 

ワンコインランチ（ピザとサラダ、コーヒーを提供） 

６月 なし 

７月 なし 

８月 納涼祭参加中止 

屋台弁当の提供 

９月 敬老祝賀会 

１０月 武相荘鑑賞（町田市能ヶ谷） 

里山ガーデン散策（横浜市緑区） 

ハロウィン 

１１月 ご入居者１００歳祝賀会 

消防避難訓練実施 

１２月 お餅つき参加中止 

クリスマス会（食事提供のみ） 

忘年会（食事提供のみ） 

令和３年１月 元旦祝賀会（3 が日の昼食弁当提供） 

初詣中止 

２月 節分（豆まき） 

３月 お花見ドライブ 

お花見弁当 

ひな祭り 

消防避難訓練実施 

  ※年間定期開催・・・フラワー教室のみ実施（そば打ち、歌の会、和太鼓は中止）。 
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［Ⅶ］新緑の郷 

 ―共通年度方針― 

・ご入居者の尊厳を守る介護、ご家族と共に支える介護の提供を目指します。 

・職員の質の向上、資格取得に力を入れ介護力の向上を目指します。 

・地域の人々、地域の社会資源と連携を深め地域の福祉拠点を目指します。 

・職種間の連携を深め、職員の働きやすい環境づくりを進め職員の定着を目指します。 

■１ 看護課 

（１）ご入居者の心身の健康の維持、増進に努め、穏やかな日常生活を送ることができるようにします。 

・新型コロナ禍ではありましたが、他の感染症も含めて今年度は感染症の発生なく経過出来ました。 

・長期間の家族との面会制限にて活気が低下されるご入居者も見られましたが、全体的には落ち着い

たご様子で過ごされました。 

・発熱者の原因としては、尿路感染、誤嚥性肺炎が多く見られ、今後の対応について更に検討してい

く必要を感じております。 

（２）クリニックとの連携を強化し、最期まで安心した暮らしを提供します。 

 ・クリニックとの連携も更にスムーズになってきており、必要時の往診対応にて、外部受診に伴うご

入居者の負担や、施設からの送迎、付き添いにかかる人員と時間的負担は軽減されました。 

・看取りについてはご家族との関りにも重点をおき、感染対策をふまえた面会もして頂き、穏やかな

看取り対応が出来ました。 

 臨時往診数：499 件（昨年度 598 件）（内科・整形外科・皮膚科・泌尿器科・精神科・消化器科・

眼科・婦人科） 

 外部受診数：23 件（昨年度 24 件） 

 救急搬送数：15 件（昨年度 22 件） 

   （入居者数が前年度より増えていますが、受診件数はそれぞれ減少しています） 

 施設での看取り数：18 件  

 入院先での死亡・転院：3 件 

（３）地域の方のショートステイの受け入れについては対応力を高め、出来る限りの医療行為を含めた

対応をしていきます。 

・新型コロナの影響で受け入れを縮小しましたが、緊急や定期利用の方については積極的に受入れる

対応が出来ました。本入居者の感染者が出た場合の個室の確保も含め、新規利用者の制限を行って

きましたが、今後は感染対策をしっかりとりながら新規利用者の受入れも対応して行きます。 

■ リハビリ担当 

（１）ご入居者の生活に合わせた訓練を実施し、維持、改善に努めます。又、多職種との連携を強化し、

情報共有を図ります。 

・9 月より担当者の交代がありましたが、大きな混乱なくスムーズに実施できました。 

・各フロアでの定期的な集団体操を行うことにより、参加されるご入居者も増え、楽しみ、活動の機

会が増えました。個別訓練についても、各ご入居者からの信頼もいただき、順調に進められました。 

・施設内の車椅子等の管理も行い、入居時等、必要に応じての対応もスムーズに実施できました。 

・委員会参加や、体操、車椅子調整などを通し、多職種との連携もスムーズに行えました。 
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■２ 生活課 

■ フロア係 

（１）ご入居者一人ひとりの生活習慣や好みを尊重したケアを目指します。 

・２４Ｈシート導入に向けたチームを立ち上げることができませんでした。 

⇒来年度はご入居者の思いや気持ちを汲み取るためのアセスメントシートを作成し、一人ひとりを

尊重したケアを進めていきます。 

・ご本人の言葉や表情も記録に残すなど、記録の充実を図り、ご入居者一人ひとりの生活習慣や好み

の把握につながりました。 

・ご家族との面会時に立ち会うことで、ご家族との会話やご家族からの情報で、ご本人のことを深く

知ることができました。 

・ご入居者の希望を叶え、蕎麦やラーメン、ピザなど、出前で注文し、楽しんでいただく機会を作る

ことができました。また、お酒の提供の機会も作り、喜んでいただきました。 

・食事介助が必要なご入居者が増えた際、他セクションからの協力のもと、食事の時間のみスタッフ

の配置を増やすなど、ご入居者の生活に合わせた勤務体制を作ることができました。 

・コミュニケーションの基本として大切にしている、ご入居者への挨拶や言葉かけについては、職員

一人ひとりの個人差が大きく、施設としての基準である「ですます調」を徹底することが出来ませ

んでした。 

⇒来年度は、ご入居者との適切なコミュニケーションについて強化していきます。 

（２）ご家族にも安心していただけるような関係づくりに積極的に取組みます。 

・コロナ禍でご家族の面会が禁止となった当初、心配されるご家族も多かったため、全ご入居者のご

家族へ写真付きのお手紙を送付し、会えない期間の様子をお伝えしました（年４回実施）。 

・ご家族とは窓越し面会を実施し、ご本人の顔を見て、お話してもらうことができました。 

・窓越し面会になりご家族と職員が直接会える機会は減ってしまいましたが、日用品の補充依頼など

各担当が直接ご家族へ電話で依頼し、ご入居者の日頃の様子をお伝えすることができました。 

・ご家族への事故報告の流れが整ったため、報告がスムーズになり、ご家族から「わざわざ連絡あり

がとうございます 」とのお言葉をいただくことが増えました。 

・看取り期において、看護師が適切な時期にご家族の直接面会を許可し、ご本人との大切な時間を作

ることができ喜ばれました。 

・１００歳を迎えた方が３名いらっしゃり、窓越しではありましたがご家族と一緒にお祝いする会を

開き、ご本人もご家族も大変喜ばれました。 

（３）職員が抱えている不安を軽減し、やりがいが持てるような仕組みづくりを行います。 

・対応が難しいケースについては、全セクションと中部リハビリセンター在宅支援室の専門職の方に

もカンファレンスに参加していただき、現場のケアスタッフの抱えている不安や悩みを、施設全体

で把握し、改善に向けた取り組みを行うことができました。 

・コロナ禍で研修は、ほぼ書面開催となりましたが、移乗介助については実技研修を内部講師で１回

外部講師にて複数回実施しました。 

・各フロアでテーマを決めて勉強会（発表会）を行う予定でしたが、人員不足もあり延期しました。 

・年間予定にリーダー会議、フロア（ユニット）会議を組み込み、昨年度よりも定期的に実施するこ
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とができました。委員会については勤務状況が厳しく、フロアスタッフが参加できないこともあり

ました。 

（４）地域に根付いた施設となるよう、交流を深めます。 

・川崎市老人福祉施設事業協会主催の「暮らしの川柳」にご入居者、職員ともに作品を出し、賞をい

ただくことができました。作品を選ぶ投票には、ご家族にも参加協力を依頼しました。作品がホー

ムページにも掲載されご家族からも喜ばれました。 

・コロナ禍で地域行事も中止になり直接参加することができませんでしたが、川崎市老人福祉施設事

業協会主催のリモートじゃんけん大会に参加し、近隣の他施設と交流を図ることができました。 

・食堂の大きな窓から、外を歩いている地域の方にご入居者と手を振る活動をしました。少しずつで

すが、顔見知りになり手を振り返してくれる地域の方や子供たちができました。 

・夏に沢山いただいたカブトムシをポスターで案内し、希望された地域の子供たちにプレゼントする

活動を実施しました。 

■ 相談係 

（１）ご入居者、ご家族の信頼を得られる関係作りに努め、専門職としての資質の向上に努めます。 

・コロナ禍において家族面会が制限される中、新緑の郷では窓越し面会を実施。面会で来設される家

族との関わりは多かったです。比較的、ご入居者を通じてコミュニケーションは保たれていたと思

います。限られた時間の中でご入居者・ご家族が面会できるよう支援し、様々な不安な気持ちに対

して施設としての対応方法等を誠実に伝えられました。現在、フロア職員が面会対応する事は難し

く、ご家族との直接的な関わりが減っています。そこで、持ち込み品等の依頼などご家族への連絡

の際には、相談員だけではなく介護スタッフとご家族間でのやり取りも行いやすく、また、関係性

も築けるようサポートしてきました。今後も様々な気持ちに配慮しながら、状況に応じて専門的な

情報を分かりやすく伝えられるよう、日々情報収集に努めていきます。 

（２）本入居、稼働率 100％を目指します。 

＜従来型稼働率＞ 

月 入退居判定委員会 入居者 退居者 退居理由 稼働率 

4 2 0 2 死亡(2) 95.4％ 

5 0 0 3 死亡(2) 入院(1) 92.4％ 

6 3 3 0  92.1％ 

7 3 3 2 死亡(2) 95.3％ 

8 5 1 1  95.1％ 

9 1 3 0  98.6％ 

10 4 0 4 死亡(3)  入院(1) 96.9％ 

11 4 4 3 死亡(3) 95.8％ 

12 1 2 0  97.6％ 

1 1 1 1 死亡(1) 98.7％ 

2 0 1 0  99.9％ 

3 0 0 0  100％ 

合計 23 18 15  96.6％ 
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＜ユニット型稼働率＞ 

月 入退居判定委員会 入居者 退居者 退居理由 稼働率 

4 0 0 0  100％ 

5 0 0 0  100％ 

6 0 0 0  100％ 

7 4 0 1 死亡（1） 97.74％ 

8 0 2 1 入院（1） 97.66％ 

9 0 0 0  100％ 

10 0 0 0  100％ 

11 1 0 0  100％ 

12 0 0 1 死亡（1） 99.19％ 

1 0 1 1 死亡（1） 97.18％ 

2 0 1 1 死亡（1） 99.73％ 

3 3 0 0  97.50％ 

合計 8 4 5  99.27％ 

＜特養年間稼働率＞ 

月 従来型 ユニット型 ショートステイ 総稼働率 

4 95.4% 100％ 26.4% 89.6% 

5 92.4% 100％ 7.3% 85.9% 

6 92.1% 100％ 3.8% 85.3% 

7 95.3% 97.7% 0.2% 86.2% 

8 95.1% 97.6% 2.5% 86.3% 

9 98.6% 100％ 9.0% 89.8% 

10 96.9% 100％ 7.8% 88.6% 

11 95.8% 100％ 6.4% 87.8% 

12 97.6% 99.1% 10.1% 89.0% 

1 98.7％ 97.1% 12.1% 89.3% 

2 99.9% 99.7% 3.3% 89.4% 

3 100％ 97.5% 4.3% 89.4% 

平均 96.6% 99.2% 7.8% 88.1% 

（３）ショートステイサービス、稼働率 30％を目指します。 

＜年間利用状況＞ 

月 
2 丁目 3 丁目 空床 合計 

稼働率 
利用数 延日数 利用数 延日数 利用数 延日数 利用数 延日数 

4 月 1 名 16 日 10 名 95 日 0 名 0 日 11 名 111 日 26.4％ 

5 月 0 名 0 日 3 名 32 日 0 名 0 日 3 名 32 日 7.4％ 

6 月 0 名 0 日 1 名 16 日 0 名 0 日 1 名 16 日 3.8％ 
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7 月 0 名 0 日 1 名 1 日 0 名 0 日 1 名 1 日 0.2％ 

8 月 1 名 4 日 2 名 7 日 0 名 0 日 3 名 11 日 2.5％ 

9 月 1 名 1 日 3 名 37 日 0 名 0 日 4 名 38 日 9.0％ 

10 月 1 名 2 日 4 名 32 日 0 名 0 日 5 名 34 日 7.8％ 

11 月 1 名 3 日 3 名 24 日 0 名 0 日 4 名 27 日 6.4％ 

12 月 1 名 3 日 6 名 41 日 0 名 0 日 7 名 44 日 10.1％ 

1 月 0 名 0 日 5 名 51 日 0 名 0 日 5 名 51 日 11.8％ 

2 月 0 名 0 日 1 名 13 日 0 名 0 日 1 名 13 日 3.3％ 

3 月 1 名 14 日 1 名 5 日 0 名 0 日 2 名 19 日 4.4％ 

合計 7 名 43 日 40 名 354 日 0 名 0 日 47 名 397 日 7.8％ 

今年度は、新型コロナウイルス感染対策のため、年間を通して新規受け入れの中止や、積極的なご利用 

の対応を控えた為、稼働率は大きく低下しました。 

来年度は、感染対策を行いながら稼働率向上にも努めて行きます。 

（４）地域活動へ積極的に参加し、関係作りに努め、社会資源の一つとして地域住民に利用していただ

ける施設を目指します。 

＜地域活動参加状況＞ 

月 日 内容 

10 30 暮らしの川柳作品応募 

11 19 リモートじゃんけん大会 

・コロナ禍の中、川崎市老人福祉施設事業協会の参加案内で地域活動に参加しました。 

川柳作品については、多数のご入居者及び職員が応募し、優秀賞等をいただきました。 

・じゃんけん大会に関しては、各フロアから参加ご入居者を選出し、予選会準優勝。決勝大会には進

めませんでしたが、参加したご入居者の方はとても喜ばれていました。 

＜地域交流スペース貸出し状況＞ 

・新型コロナウイルス感染対策の為、今年度は貸出を中止しました。 

＜行事実績＞ 

月 日 内容 月 日 内容 

4 7 リビングの飾り作り 9 12 出前レク 

27 日活映画上映会 18 敬老祝賀会 

29 日活映画上映会 30 ちぎり絵 

30 日活映画上映会 10 22 園芸レク 

5 1 日活映画上映会 26 園芸レク 

3 リハレク 27 麻雀レク 

4 リハレク 30 園芸レク 

6 ちぎり絵   

19 パンレク 11 13 出前レク 

22 パンレク 12 2 リモート太極拳 
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29 提灯作り 25 クリスマス会 

6 2 音楽レク 1 1 元日祝賀会 

5 提灯作り 4 絵馬でお正月気分（初詣） 

8 パンレク 4 書初め 

9 パンレク 2 2 節分 

18 音楽レク 3 9 ひな壇飾り 

19 パンレク 8 DVD 音楽会 

25 ラーメンレク 12 Wii ボーリング大会 

26 ラーメンレク 24 お花見散歩 

26 パンレク 25 お花見散歩 

7 13 パンレク 

15 シンキングボールと足浴 

21 シンキングボールと足浴 

22 シンキングボールと足浴 

28 シンキングボールと足浴 

19 納涼会 

25 音楽鑑賞 

26 納涼会 

 

■３ 事務課 

（１）明るく信頼の得られる窓口・電話対応を行います。 

・窓口、電話対応については昨年度に引き続き事務課職員以外の職員についても「施設の顔」となる

対応を心がけました。事務課職員については、電話や窓口の対応の際は、担当部署への取次ぎに専

念するよう対応の仕方を統一しました。 

（２）物品の管理を適正に行い経費削減に努めます。 

・既存の物品については過不足なく管理し運営を妨げる状況はありませんでした。年度途中から事務

課全体で物品について把握できるように取り組みました。入出量の管理、在庫の把握、購入物品の

見積り合わせなどのシステムを構築し、来年度の物品の経費削減につなげます。 

（３）国保連への請求・利用者請求を適正に行います。 

 ・月遅れ等に対する請求処理については、適正に行えました。 

何度か生活保護や負担限度額等の入力忘れなどで、再請求をすることがありました。今後は生活相

談員とも連携し、情報入力作業におけるチェック体制を検討します。 

（４）令和 2 年度職員の入退職状況 

・令和 2 年度は、介護支援専門員や機能訓練指導員など常勤専門職の退職がありました。 

非常勤職員については、夜勤専従者の入れ替りが多く、年度内での新採用、退職というケースが 4

名ありました。また、新型コロナの影響で「通勤時に罹患することが怖い」「自分が持ち込んでしま

うのではないかと不安」との理由で常勤非常勤合わせて 3 名の者が退職しました。 
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 令和 2 年度 入職（常勤） 入職（非常勤） 退職（常勤） 退職（非常勤） 

4 月 4 2 2 0 

5 月 0 2 1 2 

6 月 1 1 0 2 

7 月 0 1 2 0 

8 月 0 1 3 0 

9 月 1 2 0 1 

10 月 0 3 0 2 

11 月 3 2 1 0 

12 月 0 0 0 0 

1 月 0 0 3 0 

2 月 1 0 1 2 

3 月 0 2 1 1 

合計 10 16 14 10 

 

（５）令和 2 年度 消防訓練実施状況 

・第１回消防訓練実施結果 

実施日時：令和 3 年 3 月 15 日 14：30～15：30 

訓練参加人数：6 名 

訓練の種類：総合訓練 

 

・第 2 回消防訓練実施結果 

実施日時：令和 3 年 3 月 24 日 14：30～15：30 

訓練参加人数：10 名 

訓練の種類：総合訓練 
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［Ⅷ］桃の実 

１．利用者状況（定員２０名） 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

人数 １４名 １４名 １４名 １４名 １４名 １４名 

月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

人数 １４名 １４名 １５名 １５名 １５名 １５名 

     区分３：３名 区分４：６名 区分５：４名 区分６：２名 （２０２１年３月現在） 

・新規利用者は３名。（麻生養護学校１名、高津養護学校１名、基幹相談支援センターからの相談を受け

１名） 

・麻生養護学校３名、高津養護学校１名の実習生を受け入れましたが、新規利用にはつながりませんで

した。今後の利用者獲得については、送迎サービス、サービス提供時間の検討と作業内容の充実を図

っていく必要があります。 

２．活動内容 

＜作 業＞ 

  ①野球ボールの修繕（エコボール） 

   ・新たに少年野球チームとの関係を作り、今後の受注につなげていきました。 

  ②麦の作業 

   ・５月末に麦の収穫をして、ストロー、ドライフラワー、ヒンメリの材料作りをしました。 

・１１月に脱穀した麦を農協に持って行き、製粉してもらいました。できた小麦粉で、青葉台の 

パン屋さんにパンを作ってもらい、パンと小麦粉をご利用者に配り、大変喜ばれました。 

   ・これからの麦の作業について話し合いを行いました。借りていた畑を返却し、新たに近隣の畑 

を探すことになっています。また、同じように麦を育てている障がい事業所「グリーン（青葉

区鴨志田町）さん」と一緒に麦作りをしていくことが決まりました。 

  ③受注作業 

   ・「わーくる」（障害者共同受注総合センター）に登録し、そこから紹介してもらったおもちゃの 

サンプル作りの仕事を受けることができました。今後もご利用者の能力に合った仕事を受注し 

ていきます。 

  ④自立課題 

   ・身近にある材料などを利用、工夫して、自立課題（個別作業）を設定しました。 

    コロナウイルスの影響で、地域のイベントがすべて中止になり、麦の商品などを販売する 

場所がなくなりました。これからは、イベントに頼らない販路を開拓する必要があります。 

 ＜余暇活動＞ 

   ・ウォーキング、地域清掃、クラフト（毎週） ・地区センターでの運動（隔週） 

   ・調理レクリエーション（月１～２回）  

・クリスマス会（１２月） ・琴平神社初詣（１月） ・成人式（１月） 

    新型コロナウイルス感染拡大防止のため、外出やボランティアが関わる活動がすべて中止。 

    地域、緑の郷やケアプラザとの交流も減少した、今後外出、交流活動の方法を検討します。 
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３．職員の質の向上 

・新型コロナウイルス感染症予防のため、外部研修や施設見学が計画通り実施できませんでした。 

・月一回、ケース会議（個別の処遇、プログラム、活動、課題）を行いました。 

４．新型コロナウイルス感染症対策 

・感染しにくい環境づくりを行いました。消毒やマスク着用ができないご利用者については、ご家族の

協力もいただきながら工夫して対応しました。 

・「１回目の緊急事態宣言」を受けて利用者の半数が利用の自粛をされましたが、６月頃から徐々に回復 

し、年度末までほぼ通常時と同様の利用状況でした。 

・自粛されていたご利用者には、週１回電話で様子を確認しました。ご利用者からご要望があった際に

は、自宅でできる作業の助言を行いました。 

・環境の変化により、不安定になっているご利用者については、ご家族と情報共有しながら対応しまし

た。 

・幸いに今年度は、職員及びご利用者において、新型コロナウイルスの感染者はいませんでした。 

５．その他 

・令和２年２月に事業運営開始後、初の実地指導があり、指示された過誤再請求について今年度内で適 

 切に処理を行いました。 

・法人本部職員を交え、ご家族との意見交換会を２回に分けて実施しました。ほぼ全ご利用者のご家族 

が参加されました。（１１/１７、１１/１８） 

 

以上 


